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I.　 は じめ に

本州弧 の先新第三系 中にい くつか の大規模 なナ ップ構造が存在す るとい うことは古 くか ら知 られ てい た。

た とえば西南 日本 内帯で は秋吉台 の石灰岩 の逆転構造や,大 賀,阿 哲 のナ ップ群で あ り,西 南 日本外帯で

は四国や紀伊半 島のナ ップ群な どが代表 的な もので ある。 ところで,1970年 頃か ら日本各地の古生層,と

りわけ秩父古生層 と呼ばれ た地層 のかな りは中生層で あ り,そ の一部 に異地性 の地層が積み重な った大規

模 なナ ップ構造が存在す るこ とが各地で 明 らか にされ て きた。 それ とと もに,海 底地すべ り堆積物,特 に

その中で も大規模な オ リス トス トロームが これ らの地層 中か ら次 々と報告 され て きた。同様な ことは その

南側 の四万十帯 の地層 中で もい える。 そして,ナ ップとオ リス トス トロームは密接 に関連 して分布 し,両

者 は成因 的に切 り離 して考 えることはで きな くな った。 この 間の研究の進展,特 に最近5年 間にお ける進

展 はめざまし く,本 州弧 の新第三紀以前 の構造発達史 は,プ レー トテク トニ クスと結びつい て,そ れ以前

の考 え方に大改訂 を迫 ることとな った。小論で は本州弧,特 に西南 日本弧 の骨格 の大部分 を構成す る秩父

中 ・古生層お よび四万十帯 の地層 中のナ ップとオ リス トス トロームに関す る最近 の研究経過 と現状 につい

て まとめ,あ わせ てい くつか の問題点 をあげ て,本 州弧 の構造発達史 を考 える上で の一資料 としたい。

II.　 ナ ップ ・オ リス トス トロ ー ムの 分 布 と特 徴

西南 日本 内帯

内帯では そのかな りの部分 をしめ るチ ャー トと砕屑岩層 を主 とす る中 ・古生層 中で大規模な ナ ップとオ

リス トス トロームが報告 され て きている。 これ らの研究で は,最 近 のコ ノドン トと放散虫の生層序学の進

展が大 きな役割 をはたしてい る。 このほかに,古 くか らの研究が示す よ うに秋吉台や大賀,阿 哲,伊 吹 山

な どに分布す る大規模な石灰岩体 の多 くもナ ップを構成す るほか,よ り北側 の三郡変成岩 中や,舞 鶴帯,

飛騨外縁構造帯に もナ ップや,メ ランジュない しは オ リス トス トロームが分布す るとい う最近の見解 もあ

るが,こ れ らについては今回は省略す る。

内帯 の関東地方へ の延長部で ある足尾 山地 は この問題 の発展 に関して先駆 的役割 を勤 めてい る。 まず,

小池 ほか(1971)に よ り足尾 山地南部で低角 スラス トが発見 され,そ の後柳本(1973)は,こ の地域の中

・古生層は大規模な スラス トシー トが重な ったパ ィル ナ ップ構造 をとるとした(第1図A)。 さらにAONO

et al.(1981)に よ って詳 しく調 査 され,足 尾 山地 の中 ・古生層は スラス トシー トとオ リス トス トロー ム

* 静岡大学教育学部地学教室 Institute of Geosciences, School of Education, Shizuoka University.

*　* 東京大学理学部地質学教室 Geological  Institute, Faculty of Science, University of Tokyo

52



本州弧 の発達史にお けるナ ップ構造 とオ リス トス トロームの意義 465

との複合体で あ ることが 明 らか とな った。

美濃地域 においては,南 部 の犬 山付近 に足尾 山地 とほぼ同様 なナ ップ.構造が あ るこ とが木村(1974)に

よ り指摘 され た。 その後IIJIMA et al.(1978),YAO et al.(1980)な どによ ってナ ップ.構造 が確認 され,

その詳細が 明 らかに されて きた。 さらに犬 山の東方,上 麻生周辺 に も大規模 なナ ップ群が ある ことが猪郷

(1979),KANO(1979),木 戸(1982)な どに よって報告 された。KANO(1979)は このナ ップ群 の北側

に,大 規 模なオ リス トス トロー ムが広範 囲に分布す ることを明 らかにした(第1図B)。 水谷(1982)は こ

の一部 について詳 しい記載 を行 ってい る。 さ らにそれ よ り北側か ら飛騨外縁構造帯付近 や養老 山地にかけ

ての広 い範 囲に も同様 のナ ップ群 ・オ リス トス トロー ムが分布す ることが猪郷(1979),木 戸 ほか(1982),

脇 田 ・岡村(1982),脇 田(1983),ADACHI & KOJIMA(1983),HATTORI(1984)な どに よ り報告 さ

れた。

丹 波地域 において も同様 なナ ップ.群が存在す ることがISOZAKI & MATSUDA(1980),石 賀(1983)

な どによ り報 告 された。 石賀(1983)に よ ると"丹 波地域の中 ・古生層 は二 種の異 な る時代 ・岩 相 ・層序

を もつス ラス トシー トが水 平な断層 を境 として積 み重 な り,背 斜部 にはよ り若 い地層か らな るシー トが,

向斜部 にはよ り古 い時代 の地層 か らな るシー トが露 出 してい る。 シー ト内部 にはオ リス トス トローム も存

在 す る。

申国地域 にお いては,TOYOHARA(1977)は 島根県 日原地域の中 ・古生層 は小ナ ップが積 み重 なった

パ イルナ ップ。構造 を と り,さ らに そのナ ッフo内部 に三畳紀 の異 な る時代 の海底 地すべ り堆積 物が発達 して

い るとした。一 方,田 中(1980)は 同 じ日原地域で,厚 さ約60mの 一枚 のチ ャー ト層 中に三 畳紀 前期 か ら

後期 にかけての コノ ドン ト群集が 連続 的に産す ることを明 らかに し,こ の地域の地層 全体は三 畳紀後期以

降 に生 じたオ リス トス トロームである とした。 早坂ほか(1983)はTOYOHARAが 三畳紀 のナ ップ とし

た地層,田 申がオ リス トス トロー ムの基質 とした泥岩層か らジ ュラ紀前 ～中期 の放散虫 を報告 した。 した

が ってTOYOHARAの 見解 には問題が 多い。

研究者 の問に多小異 な る見解 はあ るが,こ れ らのナ ップ群や オ リス トス トロー ムの特徴 は以下のよ うに

ま とめ られ る。 ナ ップ.群は厚 さ数10～100m程 度の三 畳系 チ ャー ト層(一 部 ジュラ系 を含 む)と,こ れ と

ほぼ同様 あ るいはそれ以上 の厚 さのジ ュラ系 の砕屑岩層 を主体 とし,二 畳系 の緑色岩,石 灰岩,チ ャー ト

な どを伴 うことが あ る。各 ナ ップはおのおの数10m～ 数100m,一 部 はそれ以上の厚 さを持 ち,数km～10

数km以 上 の水平 的な広が りを持つ。 これ らのナ ップ群 は何枚 もほぼ水平 的に積 み重 な り,波 長 数km以 上

の正立褶 曲構造を持つ。 また白亜 紀前期 の関門層群 相当層 や白亜紀後期 の濃飛流 紋岩類 によ り傾斜不整合

に覆 われ,白 亜紀 後期 の花 コウ岩 に貫入 され てい る。 オ リス トス トローム中のオ リス トリスは最大 の もの

で径数kmに 達 し,泥 質 の基質 中に散在 している。 オ リス トリスはナ ップを構成す る地層 の岩種 ・時代 と

ほぼ同 じであ る。基質 であ る泥 質岩 の時代 はジ ュラ紀 中 ・後期 と思われ る。 これ らオ リス トス トロームは

ナ ップの間に挾まれた り,そ れ 自体が ナ ップを構成 した り,ナ ップの側方 に広が って分布 している。

これ らの地層 の南側 に分布す る領家帯 の変成岩 内部 にはまだ上述 のよ うな ナ ップの存在 は報告 され てい

ない。 オ リス トス トロームは岩 国地域 で報告 されてい るもの(東 元 ほか1983)な どが あるが大規模な も

のは知 られ ていない。

三波川一秩父一 三宝山帯

三 波川一 秩父一 三宝山帯では古 くか ら多 くのナ ップの存在が 明 らか にされ ていた。 四国の三波川帯の変

成岩 内部 では大規 模な横 臥褶 曲 としての長浜 ナ ップ(秀1972)や 猿 田ナ ップ(原 ほか1977)な どが報告

されてい る。 また,四 国東部で は大歩危相 当層 の上 に三縄相 当層が ナ ップ としてのるとす る考 え方があ る

(FAURE1983)。 関東山地の三 波川変成岩類 は秩父帯 の地層 を覆 う巨大な ナ ップ.とされ たが(HUJIMOTO

1937),そ の存在 は木村(1977),小 坂(1979)に よ り否定 され,秩 父帯 の地層が デコルマ面 を境 として三

波川変成岩 の上 にの るとされ た。 さ らにこの地域では 内帯起源 と思われ る花 コウ岩類や片麻岩 ・白亜系な
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第1　図 ナ ップ構 造の代表的な断面図。 いずれ も図左方 が北側,凡 例 ・断面位置等 は原著

参照。A:足 尾 山地葛生地域の中 ・古生 層(柳 本1973),B:美 濃地 域東部

の中 ・古生層(KANO1979),C:紀 伊半 島中部 の秩父一三宝 山帯 の中 ・古生層

(松田1984),D:九 州 中部 の三 宝山帯 の中 ・古生層(MURATA 1981),E:九

州 東部 の四万十帯 白亜系(坂 井1978),F:紀 伊半島西部 の四万十帯 白亜系

(YANAI 1984)。
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どが三波川変成岩の上に クリッペ としての るとされてい る(小 坂1979)。 なお,四 国東部や静 岡県浜 名湖

北方の三波川帯南縁部の御荷鉾 緑色岩 類の一部 はオ フ ィオ リテ ィックオ リス トス トロームで あ るとされ て

いる(SAITO el al.1979,IWASAKI 1979)。

秩父帯,黒 瀬川帯お よび三宝山帯の一部では,最 近 ナ ップやオ リス トス トロー ムが各地で報告 されてい

る。主な ものは"四 国東部で須鎗 ほか(1981),横 山ほか(1979)"紀 伊西部で市川ほか(1981),同 中央部

で栗本(1982),同 東部で松田(1984)(第1図C),関 東山地でSATO et al.(1981),HISADA(1983),久

田(1984)な どで ある。 これ らの ナ ップを構成す る地層 は石炭一 三畳紀のチ ャー ト:石 灰岩 ・塩基性火山

岩類,ジ ュラ紀 の砕屑岩層な どで あ り,厚 さ数10m～ 数100mで 東西方向 には比較 的よく連続す る。また

オ リス トス トロームは,ナ ップを構成す る地層 と同時代 ・同種の岩塊を オ リス トリスとして もち,こ れ ら

が 泥質の基質 中に含 まれ てい るものが ほとん どで ある。 オ リス トリスの大 きさは露頭 スケールか ら数km

におよぶ。秩父帯で はナ ップに挾 まれて オ リス トス トロームが分布 した り,ナ ップか らオ リス トス トロー

ムへ と移 り変 わ ることが あ り,両 者 は密接 に伴 うことが多い。 これ らの基質中か らは ジュラ紀放散虫を産

す る。 また,黒 瀬川帯の花 コウ岩 類の一部 も泥質基質 中にオ リス トリスとして含 まれ ることが報告 されて

い る(佃1980)。

上述 の もの以外 に,秩 父一三宝 山帯で は古 くか ら,仏 像構造 線や神原谷衝上断層な どの大規模な衝上断

層 の存在が知 られ,申 ・古生層 はナ ップ構造 を作 ることが明 らかに されていた。MURATA(1983)は 四

国西部か ら九州 にか けてのナ ップ構造の再検討 を行い,秩 父一三宝 山帯の地層が衝上断層群(仏 像衝上断

層群)に よ りナ ップを作 り,四 万十 累層群 を覆 っているこ とを明 らか にした(第1図D)。 この地城で は基

本的には4つ の大規模なナ ップか らな ってお り,そ れぞれ幅数kmで 東西方向 に細長 く分布 してい る。 各

ナ ップ。の下底 の衝 上断層 は南方 フェルゲ ンツであ り,地 下で は これ ら4つ の衝上 断層 は合流 してひ とつ の

大 きなマス ターデ コルマを形成 している。 ナ ップo群の重な り方 は南 の ものか ら北 の ものへ と順次形成 され

た ことを示唆 してい る。 よ り小規 模な衝上断層 は三宝 山帯 に も多 くみ られ る。

四万十帯

四万十帯において も最近続 々 とナ ップ。およびオ リス トス トロームが報告 されつつ ある。 これ らの研究で

は放散虫生層序 学が重要 な役 割をはたしている。

九州の四万十帯北部 を構成す る白亜系 中には南方 フェルゲ ンツを もつ大小 のスラス ト群 による覆瓦 スラ

ス ト構造が発達 し,南 に向か って地層 は徐々に若 くな るとされ た(勘 米良 ・坂井1975,坂 井1978)(第1

図E)。 これ とほぼ同様な傾向は四国,紀 伊 半島,赤 石 山地で も認 め られ るが,こ れ らの地域で は九州に

比べて大小の褶曲構造が発達 す ることが知 られてい る(柳 井1983a,YANAI1984な ど)(第1図F)。 た

だ し,赤 石 山地では北西方 フェルゲ ンツを もつ褶 曲が発達す る部 分 もあ る。 なお,こ れ らの報告 に先立 ち

DICKINSON(1971)は,四 国西部 の白亜系宇和 島層群 は内帯側か ら移動 し,四 万十層群 の上 を覆 った ク

リッペであ るとした。 しか し,両 者の層序 ・構造関係か らこの見解 は否定 され てい る(柳 井1981)。

これ ら白亜 系中には各地で緑色岩やチ ャー トの岩塊が泥質基質中に散在 した乱 雑な堆積物が存在す る。

これ らは メランジュない しは オ リス トス トロー ムとして扱 われてお り,赤 石(松 島1982,狩 野1984),

紀 伊半 島(MIZUTANI et al.1982,NAKAZAWA et al.1983,柳 井1983),四 国(平 ほか1980,緒 方

ほか1983)な どで報告があ る。 これ らでは岩塊中か らは ジュラ紀や白亜 紀前～後期の,泥 質基質中か ら

は白亜紀後期 の放散虫 を産す る場合が多い。

四万十帯南部 を構成す る古第三系は一般 に北部の 白亜系に衝上断層に よ り覆われ てい る。 この古第三系

中に も砕屑岩層 を主体 とす るオ リス トス トロームが広 く分布 してい る。た とえば紀伊半島のサ ラシ首層(

久 富ほか1980),室 戸半 島の室戸層(酒 井1981),九 州 の 日南層群(勘 米良 ほか1983,中 川 ほか1983)

な どが代表 的な ものであ る。 また,赤 石 山地南部 の瀬戸川層群 中には塩基性岩や超塩基性岩の オ リス トリ

スを もつ ものが知 られ てい る(荒 井:下 川1978,杉 山1981)。 なお,日 南層群 中には低角 ナ ップ。群が存
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在 す る ことが指摘 されてい る(中 川 ほか1983)。 さ らに瀬戸川層群 の一部 は大規模 な低角 ナ ップ(瀬 戸川

ナ ップ)を 作 り中新統大井川層群 を覆 うとされ てい る(IIJIMA et al.1981)。

これ ら古第三系 の南 に分布す る中新統 中に もい くつかの海底地すべ り堆積物ない しは オ リス トス トロー

ムが分布す ることが知 られ てい る。大井川下流地域,房 総半 島,三 浦半 島な どで はオ リス トリス としてチ

ャー ト,塩 基性岩,超 塩基性岩 な どを もつ ものが報告 され ている(狩 野 ほか1975,杉 山1980,荒 井ほか

1983な ど)。

III.　 ナ ッ プ ・オ リス トス トロー ム構 成 層 の 堆 積 場

以上 にのべ て きたナ ップ とオ リス トス トロームの成 因を考え る上で,こ れ らを構成す る地層 の堆積場 を

どの位置 に求 め るかが まず重要 な問題 とな る。 内帯 や外帯 の先 白亜紀層で は,そ の主要な構 成要素であ る

チ ャー トの堆積場 を現在 の大 洋底 に相当す る場 所 とみなす か否 かが問題 とな って くる。 チ ャー トは現在 の

大 洋底堆積 物に対 応す るとみなす立場 では,プ レー トの沈 み込 みに伴 う付加 体の形成(後 述)と 関連づ け

られ て堆積場が考察 され ている(平 ほか1981,OGAWA et al.1983な ど)。 実際,現 在の大洋底以外に

は珪質堆積物が ほ とん ど存在 しない ことが この説の足場 とな ってい る。 さらにチ ャー トに近 接 して分布す

る緑色岩 は海洋底 地殻で あ り,一 部 は海 山の破 片であ るとみなしてい る。 チ ャー トに見かけ上整合的 に重

な る砕屑岩 については,実 際は整 合ではな く,海 溝付近 での付加作用の際に両 者が混合 された とす る もの

と(平 ほか1981),大 洋底が 陸域 に接近 し砕 屑物が到達す る距離 に達 した時 の層序 関係 を表 してい る(市

川1982)と す る考 え方 とが ある。 そして,砕 屑物 を主 とす るオ リス トス トロームはすでに形 成 された付

加 体の表層部や付加体 を覆 う堆積物が崩壊 した ものであ り"チ ャー トや緑色岩塊 を含 むオ リス トス トロー

ムは海 溝海側斜 面か らもた らされた もの として扱 われ る場 合が 多い(平 ほか1981な ど)。

一方
,チ ャー トは現在 の大洋底 の珪質堆積 物 とは関係が 薄 く,陸 源物 質の影響の大 きい環境下で堆積 し

た もので あ り,そ の時粗粒砕 屑物 は,ど こか に トラ ップされ て運 び込 まれなか ったとす る考 え方が ある(

ADACHI 1976,木 村1977,IIJIMA & UTADA 1983な ど)。 この考え方 では,チ ャー トの堆積域は前弧

海盆や背弧海盆 内で,緑 色岩 はその堆積盆地 内部で の火 山活動 の産物 とみなしてい る。最近 の 内帯地域で

の岩石学的研究 によると,チ ャー トの堆積場 を陸域 か ら遠 く離れ た大洋底 とみなす ことはで きず,む しろ

縁海 的な環境であ ったことが指摘 され てい る(MATSUMOTO & IIJIMA 1983,山 本1983)。 チ ャー トに

整合 的に重な る砕屑岩について も浅海性 と思われ ることが主張 さてい る(ADACHI 1976,IIJIMA et al.

1978)。

一方
,四 国中央部 ではチ ャー ト・珪質泥岩 ・粗粒砕屑岩 の一定層序 を持 った地層が何 回 も構造的 に繰 り

返す覆瓦状構造 を作 り,同 一 の層序 で もよ り南側 に位置す る砕屑岩層 のほ うが系統 的に若 くな ることが明

らか にされ,こ の層序 関係 は付加作用 によ るもの として矛 盾しない とされ てい る(松 岡1984)。 この外帯

地域 において も今後堆積岩石学 的検討が必要 とな ろ う。

四万十帯 ではす でに述べ た内 ・外帯 の先 白亜系 に比べ てチ ャー トの量 は比較 的少な く,オ リス トス トロ

ーム中にオ リス トリス として含 まれ るほか,砕 屑岩層 中には さまれている。 ただし,後 者 のかな りの もの

は酸 性凝灰岩 の可能 性が強 い。 これ らチ ャー トが実 際に大洋底堆積 物 として実証 された例はない。 須鎗

(1984)は 四国東部 の白亜系 中に,時 代 の異 な る放 散虫群 集の混在 したチ ャー ト層 を見出し,こ の混在は

縁海域で の ター ビダ イ トによる もので あるとした。 また,IIJIMA et al.(1981)は 古生 物学的堆積岩石学

的検討に基 づ き,瀬 戸川 地域の古 第三系 ～新 第三系 のチ ャー トの堆積域は沖合のバ ンクで あ る と し て い

る。

緑色岩はチ ャー トと同様に オ リス トリスとして含まれ る ものが多 く,そ の起 源については不明な点が多

い。 これについて も先 白亜 系 と同様に緑色 岩は大 洋底の構 成物 とい う見解(平 ほか1980な ど)が よく知

られ てい る。一方,柳 井(1983a,b,),YANAI (1984)は 紀伊半島西部 で泥質岩を貫 く塩 基性 フ ィーダー
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岩脈 を見出 し,四 国 ・紀伊半島での広域的な古 地理 の解析 もふまえて,四 万十帯 の白亜紀堆積物 は前弧海

盆 内の もので あ り,緑 色岩は海盆内での火 山活動の産物であ るとした。 さらに,こ れ らをふまえてオ リス

トス トロームの形成 について も議論 してい る。 杉山 ・下 川(1981)も 同様 な観 点か ら瀬戸川地域 の古第三

紀古地理 を論 じてい る。 さらに"杉 山(1980)で は大井 川層 群申のチ ャー ト・緑色岩を含むオ リス トリス

は岩石学的類似 と分布位置 か ら,よ り北側 の瀬戸川層群 の崩壊物 だ としてい る。

IV.　 地質構造の形成

上述 した堆積盆に対す る解 釈は当然なが ら地 質構造 の解釈 と密接 に結 びつ いて,ナ ップ ・オ リス トス ト

ロームの形成が論 じられ ることにな る。 チ ャー トを大 洋底堆 積物 とみなす考 え方 は,プ レー トの沈み込 み

に伴つて海溝や大洋底の堆積物が次 々に覆瓦 スラス ト構造 を作 りなが ら大 陸 もしくは島弧側 に付け加 わ っ

てい くとす る付加体の形 成問題 と直接結 びつ いてい る。 この考 え方 は本邦で は最初 に九州東部 の四万十帯

において,こ の地域の地層 は南方,す なわ ち大 洋側 に フェルゲ ンツを もつ 覆瓦 ス ラス ト構造 を とり,南 に

向か って順次若い地層が分布 してい くとい う配 列形 態を説明す るために提 案 され(勘 米良1975,坂 井19

78),さ らに その後 四国の四万 十帯や三 宝山帯 で展 開され た(平1981,SUzUKI et al.1979)。 そ して,

この付加体説は内 ・外帯の先 白亜 系中のナ ップ ・オ リス トス トロー ム集積体の テク トニ クス全体の解釈へ

と拡大 して くる(平 ほか,1981;HISADA 1983;OGAWA et al.1983;な ど)。最近 では初期の単純な

モデルか ら,南 海 トラフ周辺での探査結果 を加味 した水平 ・垂直的な構造変化 を重視 した モデル(加 賀美

ほか1983)へ とよ り複 雑化 して きてい る。

紀伊半島西部の秩父帯では褶曲 ・衝上断層 は北 フェルゲ ンツであ り,こ こでは南方に向か って プレー ト

の沈み込みが起 こった とされてい る(市 川ほか1981)。 この例 と,南 フ ェルゲ ンツの構造 を もっ三宝 山帯

を除 くと,内 ・外帯の先 白亜系中の ナ ップの積み重な り方はほぼ水平で,明 瞭な指向性はな く,一 方向 に

向か って地層が若 くな るとい った 傾向はない。 この ことか ら,こ の地帯 は 徐 々に付加 され た ものではな

く,ジ ュラ紀後期に同時多発的に付加が起 こった とされ ることがあ る(市 川1982)。

一方
,チ ャー トを含めて ナ ップ構成層 の堆積場を前弧 海盆 や背弧 海盆 の ような場所に置 く考 え方では,

ナ ップは地層 にほぼ平行なデ コル マ面に沿 った大規模な重力滑動 によ り形成 され た とす る もの と,原 因 は

現在 のところ不明で あるが付加作用では 説明で きない とす る もの とが あ る。 内帯 では,足 尾 地 域 で の

AONO et al.(1981),美 濃地域で のIIJIMA et al.(1978),KANO(1979),狩 野(1982),ADACHI &

KOJIMA(1983)な どが重力滑動に よる構造形成 を議論 してい る。 外帯で は,紀 伊半 島秩父帯で松 田(19

84),関 東 山地秩父帯でSATO et al.(1981)な どが同様な指摘 をしている。 これ らの根拠 としては,1)

厚 さに比べ て,水 平 的広が りが きわ めて大 きい シー ト状岩体がほぼ水平 に積み重な ってい ること,2)ナ

ップoの境界や側方 にナップ。と同岩種:同 時代の オ リス トリスを もつ オ リス トス トロームが分布す ること,

3)現 在 の海底地すべ りや地上での地すべ りの形態 と類似 してい ること,4)境 界面に顕著な破砕帯が認

め られな いこと,な どで ある。 そして,重 力滑動は海底地すべ りと同様な機構で起 こ り,オ リス トス トロ

ームはナ ップ内部 の崩壊が進んだ もの として扱われてい る。 内帯 側の ものについては,美 濃地域で は南側

か ら,足 尾 山地で は南東 もしくは東か ら移動 して きた ものであ るとし,こ の滑動は ジュラ紀後期～ 白亜紀

前期 にか けての古領家帯の上昇 と消滅過程 に関係 した ものだ としている(狩 野1982,AONO et al.1981),

また,秩 父帯で は南北 いずれ の方向か らもすべ って きた可能性が指摘 されてい る(松 田1984)。

以上 の内 ・外帯 の先 白亜系 中のナ ップ ・オ リス トス トロー ムの大部分は ジュラ紀後期か ら白亜紀前期 の

あ る時期 に形成 され たと考 え られ ている(狩 野1982,市 川1982)。 この時期の ナ ップとは別に,秩 父 ・

三 宝山帯 の仏像衝上断層群が作 るナ ップ群 には黒瀬川地帯の 白亜紀層が参加 し,褶 曲 した 四万十帯 の地層

を覆 って,南 か ら北へ と順次 ナ ップが形成 され ている(MURATA 1982)。 したが って,こ れ らは白亜紀

末 ～古第三紀 に形成 され たと思われ,プ レー トの沈 み込み に伴 う付加体形成 に直接関連 した ものではない。
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この仏像衝上断層群 は黒瀬川帯な どのシアル質基盤 を斜 断して形成 され,三 波川一秩父帯 ・黒瀬川帯 ・三

宝山帯 だけでな く,内 帯 の地層 ・岩石 も南 方に移動 してい る可能性があ る(第2図)。 また,現 在 の三波川

一秩 父帯 の地層 の下には四万十帯 の地層 が分布 してい る可 能性が大 きい
。ただ し,そ の成因 につ いては不

明であ る。

四万十帯 において も同様 に重力 滑動が ナ ップの成 因 として重視 されてい る部分が あ る。IIJIMA et al.

(1981)は,瀬 戸 川ナ ップを重 力滑動によ る ものだ としてい る。 また,中 川ほか(1983)は 日南層群中に

北西 か ら南東 に向か う重力 ナ ップ とオ リス トス トロー ムの存在 を指摘 してい る。

ナ ップ構 造は付加体に特 徴的にみ られ る地質構造ではあ るが,付 加体 と考 え られない地帯で も普通にみ

られ る構造 であ る。 この成 因を吟味す る上で古地磁気は重要なデー タとされてい る。美濃地域の三畳紀中

期 ・ジ ュラ紀 中期 の堆積岩類 は低緯度地域で堆積 し(SHIBUYA & SASAJIMA 1980,HATTORI 1982),

黒瀬 川帯 のシルル系酸性 凝灰岩 も低緯度で堆 積 し(渋 谷ほか1983),そ の後高緯度地域まで移動 し付加 さ

れた と古地磁気か ら推定 されてい る。 しか しなが ら,相 対的に原地性であ った とされ る飛騨帯での前期 ジ

ュラ紀 の花 コウ岩 によるデー タは高緯度を示す とされてい るが(HIROOKA et al.1983),当 時の基準面

が不 明な ため古緯度 の推定 に適 さない と思 われ る。 飛騨帯 と連続 していた と考 え られ る中 ・朝地塊では二

畳紀玄武岩層で低緯度 とい うデー タが得 られ ている(MCELHINNY et al.1981)。 この ことか ら中 ・朝 地

塊 を含 めた西南 日本全体 が低 緯度帯か ら高緯度帯にほぼ一体 とな って移動 した とす る見解 もあ る(木 村

1983な ど)。飛騨帯か ら中 ・朝地塊 にか けてのい ろい ろな時代の細粒岩の古地磁気デー タの集積が望まれ

る。 四万十帯 の 白亜 系において も古地磁気に よ り,チ ャー トや緑色岩は低緯度で,砕 屑岩層は現在 に近 い

緯度で形成 され た ものと推定 され,付 加体説 にとって有利な デー タとされ てい る(KODAMA et al.1983)。

V.　まとめと今後の問題点

以上 にのべ て きたよ うな最近 各地 で明 らか に された新 第三紀以前の地層 中のナ ップ構造 やオ リス トス ト

ロームのよ り詳細 な解析 は,本 州弧 の構造発達史 を解 明す る上で最重要 課題 の一つ であ ることは疑 いない。

さ らには島弧一 あるいは大陸縁弧一海溝系 のテ ク トニズムを理解す る上で重要 な位置 をしめている。 それ

らのある ものは付加体形成 と結 びつ き,あ るものは重力滑 動やその他 の原 因によ るもので あろ う。 あ るい

は付加体説 と反付加体説 とい うよ うに機械 的に分けてはいけないのか もしれ ない。現在 まで の これ らに関

す る研究 を通観 してみ る限 りでは"付 加体説は古地磁気のデ ータや地球規模での プレー ト運動 とのかかわ

り,最 近の北米大陸周辺での テレイン合体 テク トニクスの進展な どをか らめて,き わ めて新鮮で魅力的な

考 え方の よ うに見 える。反面,前 述 した よ うに最近 の種 々の地質学的デ ータとは あいいれな い部分 も多 く,

反 付加体説に対す る明確な反 論が欠 けてい るよ うに思われ る。 一方,反 付加体説では,最 近 の多 くの地質

第2　図 三波川一秩 父帯 ・黒瀬川帯 ・三 宝山帯 の模式 断面図(MURATA 1982)。

MTL:中 央構造線,KKI:樫 峰-北 只-池 川衝上断層,NO:名 野川-大 野

山衝上断層,SUK:白 岩 山-魚 成-神 原谷衝上 断層,B:仏 像衝上断層。
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学的デー タを生か しつつ,付 加 体説の問題点 を指摘 してい るが,全 地球 的規模 か らの考察 において説得力

に欠 けてい るよ うに思 われ る。

現 状において筆者 らは,プ レー ト付加体が きわめて重要な構造形成過程 であ ることは充分 に認 めなが ら

も,本 州弧 のナ ップ ・オ リス トス トロームの多 くは,大 洋 プ レー トと大 陸プ レー トの境界 でお こる付加作

用 に関係した もの とい うよ りは,大 陸側 プレー ト内部 のた とえば背弧-弧-前 弧海盆 に相当す るよ うな場

所 での造構作用 によ り形成 され た ものだ とい う立場 を取 ってい る。 そ して,内 ・外帯 の先 白亜 系中のナ ッ

プは重力滑動 によ るものが 多 く,オ リス トス トロームはその滑動体が さ らに小規 模に分解 した ものであ る

とみなしている。 また,白 亜紀末以後 に新 たに大陸地殻 を斜 断す る仏像衝上 断層 群の動 きを重視 してい る。

これ らの形成 は勿論,よ り大洋側 にサブダクショ ン帯 を もつ プ レー トシステムに強 く影 響 され てい るので

あ ろう。

本州弧 のナ ップ・ オ リス トス トロームにつ いて今後検討すべ き課題 と して以下の ような諸 点があげ られ

る。 まず ナ ップの移動方 向を明 らかにす る必要が あ る。三 宝山帯 や四万十帯 の一 部のよ うに明瞭な指 向性

のあ る覆瓦構造 を取 る場合 は大 きな問題 はない。 それ らを除 く中 ・古生層 においては ナップ内部お よび境

界 断層 の構造解析 による変形条件 と移動方向 の解析が必要不可欠で ある。同時 にオ リス トス トロー ムの移

動方 向の解析 も重要で ある現状では この移動方向について納得 のい く解析方法 が取 られ,充 分 な検討が な

されているわ けで はない。特 に緑色岩や チ ャー ト岩塊が大洋側か らきたか否か につ いて古地磁気 のデー タ

以 外の堆積 学的検討が必要 であろ う。 これは当然 ナップを構 成す る地層 の岩 石学的層序 学的 ・堆積 学的検

討 とも関連 して くる。 内帯 の先 白亜系 の一部や 四万十帯南部 の地層 の一部 を除けば砕屑 物の供給方 向で さ

え不明な点が 多い。 また,従 来 ほ とん ど研究のな され ていな い領 家帯や三波川帯 の変成岩類 の堆積学 的検

討 も必要 とな ろ う。 なお,内 ・外帯 とも,ナ ップおよびオ リス トス トロームのかな りの部 分が形成 きれ た

時期 はジ ュラ紀末期 ～白亜紀前期 のあ る時期 と思 われ る。何故 この時期 に集 中して これ らが広 範囲に形成

されたので あろ うか?こ の点 に関して,最 近発 見された関東山地秩父帯 中の 白亜 紀前期 の地層(岩 崎 ほか

1984)は 重 要な意味を もつであ ろう。
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